
今
か
ら
約
三
十
年
前
、
私
は
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
の
紹
介
で
日
本
医
史
学
会
に
入
会
し
た
。
当
時
私
は
医
学
切
手
の
解
説
記
事
を
『
治
療
薬

報
』
（
三
共
株
式
会
社
）
に
掲
載
し
て
い
た
の
で
、
医
史
学
の
基
礎
知
識
が
必
要
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
理
由
で
、
私
の
医
史
学
は
切
手

を
主
な
資
料
と
し
て
い
る
た
め
、
日
本
の
医
学
史
よ
り
も
世
界
各
国
の
医
学
史
の
ほ
う
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
、
著
書
『
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
み
』
を
医
歯
薬
出
版
か
ら
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
は
医
学
切
手
に

関
心
を
持
っ
た
緒
方
富
雄
、
今
田
見
信
、
長
門
谷
洋
治
、
本
間
邦
則
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
日
本
医
史
学
会
や
医
学
切
手
友
の
会
の
諸
先
輩
、

同
僚
の
御
指
導
、
御
援
助
の
力
が
大
き
く
、
感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

史
を
、
主
と

た
（
図
１
）
。

本
書
が
完
成
し
て
残
念
に
思
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
医
学
関
係
の
人
物
切
手
を
一
○
○
枚
近
く
も
発
行
し
て
い
る
の
に
、
日
本
の
医
学
切

手
は
極
め
て
少
な
く
、
シ
ー
ル
や
写
真
を
代
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
切
手
の
人
物
は
国
王
や
女
王
を
原
則
と
し

て
い
る
か
ら
別
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
ほ
か
中
南
米
の
国
ぐ
に
で
も
、
か
な
り
た
く
さ
ん
の
医
学
切
手
を
発
行
し
て
い
る
ｃ

著
書
『
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
』

こ
の
本
に
は
、
医
学
関
係
の
切
手
一
、
三
五
八
枚
と
補
充
図
版
八
三
枚
を
使
用
し
、
原
始
医
学
か
ら
現
代
医
学
に
至
る
ま
で
の
世
界
の
医
学

を
、
主
と
し
て
人
物
切
手
を
中
心
に
、
系
統
的
に
記
載
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｂ
五
判
で
、
本
文
五
八
四
・
ヘ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
・
ヘ
ー
ジ
四
と
な
っ

医
史
学
と
私

古
日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
三
号

昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日
発
行

川

明
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蕊錘
跡
撰
・
嘩
畢
．
．
畔
翠
聯
詞
犀
蝉
瀦
寒
醗

黙
溌
蕊
鐵
繁
皇
蝿
魂
湧
鑑
識
》随

‐
や
騨
訟
邸

鱗
鍵

右より図1古川明著：切手が語る医学のあゆぷ

図2医学切手第1号：独立宣言の署名人たち（アメリカ1876年発行）

医
学
切
手
収
集
と
そ
の
研
究
を
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ラ
テ
リ
ー
員
ａ
』
８
］
で
臣
幽
旦
ご
と
命

名
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
医
史
学
者
ギ
ャ
リ
ソ
ン
国
の
匡
凋
関
①
胃
号
。
目
（
一
八
七
○
’
一
九

三
五
）
で
あ
る
。
彼
は
一
九
二
九
年
に
書
い
た
論
文
の
な
か
で
、

「
貨
幣
は
古
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
歴
史
の
研
究
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ

て
い
た
の
に
対
し
、
切
手
が
医
史
学
の
研
究
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
や
っ
と
今
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
将
来
は
有
望
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
述
べ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ラ
テ
リ
ー
が
貨
幣
学
ｚ
巨
目
堕
日
農
。
い
と
と
も
に
、
医
史
学
研
究

の
手
段
と
な
る
こ
と
を
予
言
し
た
。
当
時
医
学
切
手
は
十
種
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
が

亡
く
な
っ
た
一
九
三
五
年
ご
ろ
か
ら
は
、
続
々
と
医
学
切
手
が
発
行
さ
れ
、
今
日
で
は
数
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
多
く
な
っ
た
。
私
が
一
応
切
手
に
よ
る
医
史
学
の
著
書
を
出
版
し
た
こ
と

は
、
ギ
ャ
リ
ソ
ン
の
こ
の
予
言
を
証
明
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ラ
テ
リ
ー
で
は
、
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
独
立
宜
言
百
年
記
念
切
手
」
を
医

学
切
手
第
一
号
と
し
て
い
る
（
図
２
）
。
五
四
名
の
独
立
宜
言
署
名
人
の
な
か
に
、
ゞ
ヘ
ン
ジ
ャ
ミ

イ
ギ
リ
ス
の
医
学
者
肖
像
切
手
は
リ
ス
タ
ー
だ
け
で
、
。
へ
’
一
シ
リ
ン
切
手
に
も
、
フ
レ
ミ
ン
グ
の

肖
像
が
な
い
。
し
か
し
フ
レ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
や
ジ
ェ
ン
ナ
ー
ら
有
名
な
医
学
者
切

手
は
、
ほ
か
の
国
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
ま
だ
よ
い
が
、
国
外
発
行
の
日
本
の
医
学
者
切
手

は
エ
ク
ア
ド
ル
の
野
口
英
世
だ
け
と
い
う
淋
し
さ
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ラ
テ
リ
ー
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ソ
・
ラ
ッ
シ
ュ
国
且
画
目
邑
詞
巨
吾
（
一
七
四
五
’
一
八
一
三
）
を
は
じ
め
五
名
の
医
師
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
切
手
は
一
八
七
六
年
の
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
万
国
博
覧
会
記
念
と
し
て
発
行
さ
れ
、
図
案
は
歴
史
画
家
ト
ラ
ン
ブ
ル
曽
冒
目
目
冒
す
昌
作
の
「
独
立
宜
言
の
署
名
人
た

第
七
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
十
年
、
金
沢
）
で
、
私
は
、
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
独
立
二
百
年
と
医
師
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ッ

シ
ュ
」
の
報
告
を
し
た
（
『
日
医
史
誌
」
一
三
巻
、
一
二
三
’
一
二
三
心
昭
和
五
十
一
）
。
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
か
ら
自
国
の
医
学

を
独
立
さ
せ
た
こ
と
で
医
史
学
上
重
要
な
医
学
者
で
、
日
本
の
杉
田
玄
白
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
昭
和
五
十
一
年
十
月
、
日
本
医
史
学

会
、
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同
例
会
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
医
史
学
教
授
ヴ
ェ
ー
ス
女
史
邑
瞬
画
く
①
号
の
講
演
《
《
シ
日
の
員
８
目
日
の
ｇ
ｏ
目
の

冒
○
冒
且
『
＆
言
８
風
画
函
。
》
》
（
二
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
医
学
）
が
あ
っ
た
（
『
日
医
史
誌
』
一
三
巻
、
八
一
’
九
二
、
緒
方
富
雄
訳
一
八
一
’

一
九
四
、
昭
和
五
十
一
）
。
演
者
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
ラ
ッ
シ
ュ
を
当
時
の
医
学
界
の
重
要
人
物
と
し
て
紹
介
し
た
。

メ
ー
プ
イ
カ
ル
・
フ
ィ
ラ
テ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
。
胃
の
ｓ
ｏ
巴
普
亘
の
§
己
昌
。
【
シ
日
の
骨
画
目
目
。
で
甘
巴
委
協
。
９
島
。
ロ

（
ア
メ
リ
カ
・
ト
ピ
カ
ル
協
会
の
医
学
部
会
）
で
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
《
《
、
８
｝
も
①
一
陣
弓
○
国
唄
忌
（
メ
ス
と
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
一
名
］
・
胃
邑
昌
。
帛

少
目
①
国
８
口
旨
①
ａ
且
弔
巨
脚
蔚
］
く
）
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
日
本
に
も
一
九
七
二
年
に
「
医
学
切
手
友
の
会
」
が
生
ま
れ
、
現
在
約

八
○
名
の
会
員
が
い
る
。

ち
」
が
選
ば
れ
た
。

医
史
学
で
の
私
の
主
テ
ー
マ
は
「
医
学
の
紋
章
（
シ
ン
ボ
ル
）
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
で
あ
る
。
日
本
で
は
こ
れ
を
研
究
す
る
人
は
ま
れ

だ
が
、
欧
米
で
は
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
人
ス
ハ
ウ
テ
ン
］
．
ｍ
ｇ
ｏ
員
①
目
の
著
書
《
今
月
胃
『
ｏ
旦
騨
且
“
の
Ｂ
の
具
○
由

雷
匡
名
』
○
四
）
届
３
》
や
ス
イ
ス
人
デ
オ
ナ
ミ
．
ロ
８
日
〕
脚
の
報
告
《
両
冒
す
扉
昌
の
“
目
＆
〕
８
匡
〆
〉
号
ｇ
８
口
い
の
『
で
目
風
『
①
Ｑ
診
驚
宍
示
で
一
○
“
》
閃
①
ぐ
目
①

旨
蔚
目
昌
○
回
巴
①
号
置
９
Ｃ
賞
‐
両
○
侭
の
。
乞
困
》
》
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

医
学
の
紋
章
（
シ
ン
ボ
ル
）
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
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ま
た
第
五
回
国
際
医
学
図
書
館
会
議
（
一
九
八
四
年
、
東
京
）
の
紋
章
と
な
っ
た
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
も
、
試
作
品
は
「
ヘ
ル
メ
ス

の
杖
」
だ
っ
た
が
依
頼
を
受
け
た
私
の
進
言
で
訂
正
さ
れ
た
（
『
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
』
一
二
九
巻
八
五
五
’
八
五
六
、
昭
和
五
十
九
）
（
図
４
）
。

昭
和
六
十
一
年
年
末
に
、
私
は
大
瀧
紀
雄
先
生
の
紹
介
で
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
会
か
ら
、
学
術
講
演
の
講
師
に
贈
呈
す
る
記
念
牌
作
製
の

協
力
を
依
頼
さ
れ
た
。
記
念
牌
の
図
案
と
し
て
、
同
大
学
の
土
屋
弘
吉
名
誉
教
授
が
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
肖
像
」
を
選
ん
だ
た
め
だ
っ
た
。

私
の
切
手
が
記
念
牌
の
肖
像
の
モ
デ
ル
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
、
「
デ
ザ
イ
ン
担
当
者
」
の
名
目
で
、
私
は
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
四
日
に
、

こ
の
医
科
学
大
事
典
の
執
筆
者
と
し
て
、

ジ
）
。
幸
運
な
こ
と
に
、
筆
者
の
原
稿
を
垣

意
見
を
求
め
に
来
た
。
そ
こ
で
私
は
試
作

案
が
実
現
し
た
と
い
う
裏
話
が
あ
る
。

『
医
科
学
大
事
典
」
全
五
○
巻
（
講
談
社
）
は
昭
和
五
十
八
年
に
完
成
し
た
立
派
な
医
学
事
典
だ
が
、
そ
の
表
紙
の
飾
図
の
中
央
に
紋
章

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
あ
る
（
図
３
）
。
世
界
的
に
も
一
流
の
図
案
家
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
試
作
品
に
は
、
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
が

描
か
れ
て
い
た
。
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
に
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
と
ち
が
っ
て
、
二
匹
の
蛇
が
か
ら
ま
り
、
杖
の
頭
に
翼
の
つ
い
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
ヘ
ル
メ
ス
は
商
業
、
通
信
、
交
通
な
ど
の
神
で
、
そ
の
杖
は
幸
福
、
平
和
な
ど
を
象
徴
し
、
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
は
言
い
難

い
。

和
五
十
八
）
。

第
八
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
日
本
歯
科
医
史
学
会
、
日
本
薬
史
学
会
と
合
同
、
昭
和
五
十
五
年
、
東
京
）
に
、
私
は
特
別
講
演
「
医

学
、
歯
学
、
薬
学
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
」
を
担
当
し
た
（
『
日
医
史
誌
』
二
六
巻
、
二
五
七
’
二
五
九
、
昭
和
五
十
五
）
。
そ
の
講
演
要
旨
は

『
歯
界
展
望
』
（
五
八
巻
、
九
七
七
’
九
八
六
、
昭
和
五
十
六
）
に
発
表
し
て
あ
る
。
そ
の
後
の
追
加
研
究
は
第
八
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会

（
昭
和
五
十
八
年
、
横
浜
）
で
、
「
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
、
蛇
杖
の
歴
史
」
と
し
て
報
告
し
た
（
『
日
医
史
誌
』
二
九
巻
、
一
○
五
’
一
○
七
、
昭

の
執
筆
者
と
し
て
、
私
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
」
の
記
載
を
担
当
し
た
（
同
事
典
第
一
巻
、
一
○
九
’
一
一
○
・
へ
Ｉ

筆
者
の
原
稿
を
編
集
者
が
読
ん
で
、
表
紙
の
紋
章
の
試
作
品
が
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
私
に

そ
こ
で
私
は
試
作
品
が
適
当
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
、
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
に
描
き
直
し
、
正
し
い
図
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酔誰

右より図3医科学大事典（講談社）の表紙飾絵（紋章）「アスクレピオスの杖」

図4第5回国際医学図書館会議の紋章

図5アスクレピオス（ギリシヤ1959年発行の切手）

図6アスクレピオス（キプロス1968年発行の切手）

西
丸
與
一
会
長
か
ら
感
謝
状
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
モ
デ
ル
に
な
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
（
一
九

五
九
年
発
行
）
と
キ
プ
ロ
ス
（
一
九
六
八
年
発
行
）
の
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
」
の
切

手
を
掲
載
し
た
（
図
５
．
６
）
。

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
い
つ
ご
ろ
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
か
を
記
録
し
た
も

の
は
な
い
。
私
は
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
東
京
日
本
橋
の
三
越
本
店
で
開
催

さ
れ
た
「
洋
学
二
百
年
記
念
展
」
の
解
説
書
に
、
ハ
イ
ス
テ
ル
著
『
外
科
学
』
の
蘭

訳
本
の
扉
絵
が
あ
り
、
そ
の
な
か
の
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
に
深
い
印
象
を
受

け
た
。
そ
の
後
こ
の
書
物
の
扉
絵
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
詩
文
形
式
の
解
説
が
あ
り
、

そ
れ
を
日
本
語
訳
し
た
人
が
い
ま
ま
で
一
人
も
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
数
年
間
私
は
日
藺
学
会
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
講
習
を
受
け
た
の

で
、
こ
の
解
説
の
翻
訳
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
中
央
の
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
は

医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
自
身
を
表
現
し
、
彼
の
像
は
ど
こ
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

杖
を
彼
の
父
、
医
神
ア
ポ
ロ
ン
に
持
た
せ
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
自
身
を
描
か
な
か
っ

た
こ
の
絵
の
作
者
は
、
こ
の
杖
が
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
理
解
さ

せ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
が
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
江
戸
時
代
に
、
こ
の
扉
絵
の
解
説
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
は
、
本
書
を
『
瘍
医
新

書
』
と
し
て
翻
訳
し
た
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
が
そ
の
な
か
で
扉
絵
に
触
れ
て
い
な

い
こ
と
で
も
わ
か
る
。
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
は
こ
の
蘭
訳
書
の
解
説
を
『
医
学
選
粋
』

に
掲
載
し
た
が
（
同
誌
第
一
○
号
、
昭
和
五
十
二
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
）
、
扉
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記
念
コ
イ
ン
も
発
行
さ
れ
た
（
図
８
）
。

私
の
臨
床
の
専
門
は
外
科
な
の
で
、
外
科
医
の
切
手
に
は
と
く
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
そ
の
な
か
か
ら
、
前
に
報
告
し
た
ビ
ル

ロ
ー
ト
と
テ
リ
ョ
ン
の
切
手
を
選
ん
だ
。
第
八
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
五
十
六
年
、
札
幌
）
で
、
私
は
「
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
胃
切
除
成

功
百
年
」
の
報
告
を
し
た
（
『
日
医
史
誌
』
二
七
巻
、
二
八
○
’
二
八
二
、
昭
和
五
十
六
）
。
ビ
ル
ロ
ー
ト
弓
胃
。
号
再
国
岸
。
号
（
一
八
二
九
’

一
八
九
四
）
が
世
界
で
は
じ
め
て
胃
切
除
術
に
成
功
し
た
の
は
一
八
八
一
年
で
、
昭
和
五
十
六
年
は
そ
れ
か
ら
百
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年

だ
っ
た
。
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
温
顔
は
一
九
三
七
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
発
行
の
切
手
に
描
か
れ
た
（
図
７
）
。
彼
の
生
誕
百
年
の
一
九
二
九
年
に
は
、

外
科
無
菌
法
の
開
拓
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
テ
リ
ョ
ン
○
．
厨
ぐ
働
弓
①
胃
筐
○
口
（
一
八
四
四
’
一
八
九
五
）
は
あ
ま
り
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
第
七
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
五
年
、
千
葉
）
で
、
私
は
「
外
科
無
菌
法
の
開
拓
者
テ
リ
ョ
ン
」
の
報
告
を
し
た
（
『
日
医

絵
は
供
覧
だ
け
で
解
説
は
な
い
。
私
は
、
こ
の
扉
絵
の
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
わ
が
国
に
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
、
昭

和
六
十
一
年
十
二
月
、
日
本
医
史
学
会
と
蘭
学
資
料
研
究
会
の
合
同
例
会
で
報
告
し
た
（
『
日
医
史
誌
』
三
三
巻
、
二
四
二
’
二
四
四
、
昭
和

六
十
二
）
。
そ
の
後
こ
れ
を
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』
に
も
掲
載
し
た
（
同
誌
一
四
三
巻
、
七
○
七
’
七
○
八
、
昭
和
六
十
二
）
。

日
本
人
が
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
を
正
し
く
理
解
で
き
た
の
は
明
治
の
末
期
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
医
史
学
雑
誌
『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙

に
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
と
そ
の
杖
が
描
か
れ
て
い
る
。
私
の
調
査
で
は
へ
『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
の
絵
は
、
ス
イ
ス
の
医
史
学
者
ル
ク
レ
ル
ク

ロ
四
目
匡
胃
９
９
。
（
一
六
五
二
’
一
七
二
八
）
著
《
《
閏
吻
目
『
①
烏
旨
Ｂ
ａ
の
。
旨
①
》
印
爲
ぐ
①
晟
麗
》
》
（
医
史
学
）
の
扉
絵
を
そ
の
ま
ま
転
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
を
『
刀
圭
新
報
』
に
借
用
し
た
人
は
医
史
学
の
先
達
富
士
川
源
氏
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。

以
上
の
通
り
、
医
学
の
紋
章
（
シ
ン
ボ
ル
）
と
し
て
の
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
は
江
戸
時
代
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
理
解

で
き
た
の
は
明
治
の
末
期
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
受
容
の
状
況
は
現
在
で
も
、
ま
だ
完
全
と
は
言
え
な
い
。

切
手
に
描
か
れ
た
外
科
医
学
者
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右より図7ビルロート鍵驚…鱗驚｜
（オーストリア1937年発行の切手）

図8ビルロート（オーストリア1929年発行のコイン）

図9テリヨン（フランス1957年発行の切手）

図10ファイルズ画：ザ・ドクター（アメリカ豚

1947年発行の切手）

；
史
誌
』
一
六
巻
、
五
八
’
五
九
、
昭
和
四
十
五
）
。
外
科
無
菌
法
シ
“
①
冒
①

拓
者
」
と
し
て
、
テ
リ
ョ
ン
の
切
手
を
発
行
し
た
（
図
９
）
。
彼
の
肖
像

に
滅
菌
器
、
顕
微
鏡
、
外
科
器
械
が
添
え
て
あ
る
。
私
は
テ
リ
ョ
ン
の
功
績
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
日
仏
医
学
会
総
会
で
も
、

「
外
科
手
術
無
菌
法
の
開
拓
者
テ
リ
ョ
ン
」
の
講
演
を
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
私
は
ア
メ
リ
カ
医
師
会
創
立
一
○
○
年
記
念
切
手
（
一
九
四
七
年
発
行
）

を
入
手
し
た
が
、
そ
の
図
案
は
イ
ギ
リ
ス
の
名
画
一
目
胃
号
。
§
》
》
（
ザ
・
ド
ク
タ
ー
）
だ
っ

た
（
図
扣
）
。
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
が
外
国
の
絵
を
切
手
に
選
ん
だ
の
か
が
私
の
疑
問
と
な
り
、

そ
れ
が
動
機
で
各
方
面
か
ら
調
査
を
続
け
、
い
ろ
い
ろ
な
事
実
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
と
き
か

ら
私
は
医
学
の
絵
画
に
興
味
を
持
ち
、
次
に
記
す
よ
う
に
世
界
の
国
ぐ
に
の
絵
画
に
つ
い
て
、

医
史
学
の
立
場
か
ら
見
た
絵
画
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（
一
）
フ
ァ
イ
ル
ズ
作
「
ザ
・
ド
ク
タ
ー
」

フ
ァ
ィ
ル
ズ
醗
門
Ｆ
鼻
の
甸
筐
の
、
（
一
八
八
四
’
一
九
二
七
）
の
「
ザ
・
ド
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
私
は
前
に
記
載
し
た
こ
と
が
あ
る
（
『
け

ん
さ
』
第
九
巻
四
号
、
一
’
一
○
、
昭
和
五
十
五
）
。
こ
の
絵
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ワ
イ
ス
研
究
所
ミ
ミ
③
房
冒
す
○
国
§
く
で
コ
ピ
ー
が

作
ら
れ
、
一
九
三
三
年
シ
カ
ゴ
の
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
の
で
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
観
賞
さ
れ
、
と
く
に
医
師
に
親
し
ま
れ
た
。
絵

の
な
か
の
医
師
ク
ラ
ー
ク
酸
尉
憲
日
の
唖
Ｑ
胃
丙
（
一
七
八
八
’
一
八
七
○
）
の
重
症
患
児
に
対
す
る
熱
心
な
診
療
振
り
が
画
面
に
脹
っ
て
い
る

の
で
、
観
る
人
に
強
い
印
象
を
与
え
た
た
め
で
あ
る
。

私
は
三
つ
の
「
ザ
・
ド
ク
タ
ー
」
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
フ
ァ
イ
ル
ズ
が
最
初
に
描
い
た
原
画
は
競
売
さ
れ
、
現
在
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン

シ
ル
、
ヘ
ニ
ァ
州
の
セ
ァ
ー
町
め
ど
①
『
の
ガ
ス
リ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
①
昌
彦
風
ｏ
Ｑ
目
ｏ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ー
ト
美

術
館
の
「
ザ
・
ド
ク
タ
ー
」
は
こ
の
美
術
館
開
設
（
一
八
九
七
）
に
あ
た
り
、
開
設
者
テ
ー
ト
酸
同
国
ｇ
暑
弓
員
。
の
要
請
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
も
の
で
、
大
き
さ
は
ニ
ハ
六
×
二
四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
第
三
の
「
ザ
・
ド
ク
タ
ー
」
は
前
述
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ピ
ー
で
、
現
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ー
ゼ
ン
ワ
ル
ト
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
ト
美
術
館
の
絵
は
患
児
の
重
病
な
こ
と
と
両
親
の
不
安
、
悲
痛
を
強

調
す
る
た
め
暗
い
雰
囲
気
の
絵
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ピ
ー
で
は
細
部
を
立
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
描
い
て
あ
る
。
こ
の
絵
が
ア
メ
リ
カ
の
切

手
の
原
画
と
な
っ
た
。
人
命
の
貴
さ
、
医
師
、
患
者
、
家
族
の
相
互
信
頼
感
を
巧
に
表
現
し
た
名
画
で
あ
る
。

（
二
）
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
作
「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」

さ
き
に
私
は
、
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
名
画
ト
ゥ
ル
・
フ
と
デ
ー
マ
ン
の
解
剖
学
講
義
」
を
原
著
と
し
て
報
告
し
た
（
『
日
医
史
誌
』
二
○
巻
、

二
八
九
’
三
二
一
、
昭
和
四
十
九
）
。
ト
ゥ
ル
。
フ
の
解
剖
学
講
義
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
の
王
立
美
術
館
マ
ウ
リ
ッ
ハ
イ
ス
に
、
デ
ー
マ
ン
の
解

医
史
学
の
立
場
か
ら
観
賞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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右より図11レンプラント画：トゥルプの解剖学講義(黒田清

輝1886年のスケッチ）

図12レンプラント画：トゥルプの解剖学講義（トーゴ共和国

1968年発行の切手）・

図13リベラ画：心臓病学の歴史の部分（メキシコ1972年発行

の切手）

剖
学
講
義
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

ゞ
＆
・
方
衝
心
篭
人
蓋
心
代
，
嘱
甫
娠
縫
験
：
Ｚ
ゞ

’
る
。
前
者
は
一
六
三
二
年
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
閃
の
日
耳
鱒
口
貸
国
胃
‐

冒
目
闇
。
。
旨
く
間
口
”
菅
（
一
六
○
六
’
一
六
六
九
）
が
二
十
六
歳

の
と
き
の
作
品
で
あ
る
。
ト
ゥ
ル
プ
が
こ
の
八
名
の
集
団
肖
像
画

ソ
ト
に
注
文
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
し
て
は

大
き
な
驚
き
だ
っ
た
。
ト
ゥ
ル
プ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
外
科
医
組
合
の
建
物
内

に
飾
ら
れ
て
い
た
前
任
教
授
た
ち
の
絵
に
負
け
な
い
よ
う
な
、
自
分
中
心
の
集

団
肖
像
画
を
後
世
に
残
し
た
い
気
持
か
ら
、
思
い
切
っ
て
新
進
画
家
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
を
選
ん
だ
の
だ
が
、
こ
れ
が
図
に
あ
た
り
、
好
評
を
博
し
て
、
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
の
出
世
作
と
も
な
っ
た
。

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
こ
の
名
画
を
は
じ
め
て
日
本
に
紹
介
し
た
人
は
黒
田
清
輝

で
あ
る
。
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
と
き
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

九
月
十
三
日
付
の
ハ
ー
グ
か
ら
母
貞
子
宛
の
手
紙
に
こ
の
絵
を
見
た
こ
と
を
記

載
し
、
絵
の
模
写
素
描
が
添
え
て
あ
っ
た
（
図
Ⅱ
）
。
「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講

義
は
数
カ
国
の
切
手
に
描
か
れ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
発
行
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
こ
に
一
九
六
八
年
発
行
の
ト
ー
ゴ
共
和
国
の
切
手
を
掲
載
す
る
（
図

哩
）
。
な
お
、
ト
ゥ
ル
プ
の
医
学
業
績
に
つ
い
て
、
私
は
第
七
六
回
日
本
医
史

学
会
総
会
（
昭
和
五
十
年
、
大
阪
）
で
発
表
し
（
『
日
医
史
誌
』
第
二
一
巻
、
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こ
の
壁
画
の
一
部
が
一
九
七
二
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
デ
ー
（
心
臓
月
間
）
の
記
念
切
手
と
し
て
発
行
さ
れ
た
（
図
旧
）
。
図
案
は
「
心
電

図
検
査
中
の
ア
イ
ン
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
で
あ
る
。

リ
ベ
ラ
が
一
九
四
四
年
メ
キ
シ
コ
国
立
心
臓
病
学
研
究
所
の
開
所
に
間
に
合
わ
せ
て
制
作
し
た
こ
の
壁
画
は
、
一
九
七
六
年
研
究
所
の
移
転

の
た
め
、
新
設
研
究
所
に
転
送
さ
れ
た
。
旧
研
究
所
は
メ
キ
シ
コ
市
の
中
心
部
に
近
く
、
現
在
小
児
病
院
と
な
っ
た
が
、
新
研
究
所
は
メ
キ
シ

コ
市
の
最
南
部
に
あ
る
。
私
は
一
九
七
八
年
夏
メ
キ
シ
コ
市
で
、
移
転
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
新
研
究
所
を
探
す
の
に
苦
労
し
、
夕

刻
時
間
外
に
と
く
に
許
可
を
得
て
、
こ
の
見
事
な
壁
画
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
三
）
リ
ベ
ラ
作
壁
画
「
心
臓
病
学
の
歴
史
」

メ
キ
シ
コ
の
壁
画
画
家
デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ベ
ラ
貝
侭
。
固
く
①
３
（
一
八
八
六
’
一
九
五
七
）
の
医
学
関
係
の
作
品
と
し
て
、
「
心
臓
病
学
の
歴

史
」
（
一
九
四
四
）
が
現
在
メ
キ
シ
コ
国
立
心
臓
病
学
研
究
所
の
大
講
堂
の
ロ
ビ
ー
を
飾
っ
て
い
る
。
二
面
か
ら
成
り
、
第
一
面
に
一
八
名
、

第
二
面
に
二
九
名
、
計
四
七
名
の
心
臓
病
関
係
の
学
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
面
の
壁
画
の
下
に
は
小
さ
な
壁
画
「
世
界
の
古
代
医
学
」

と
し
て
、
中
国
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
フ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
の
古
代
医
学
の
絵
が
二
面
ず
つ
添
え
て
あ
る
。
壁
画
全
体
の
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
に
及

ぶ
大
き
な
も
の
で
あ
る
・
昭
和
五
十
一
年
十
月
の
日
本
医
史
学
会
例
会
に
、
私
は
こ
の
壁
画
に
つ
い
て
報
告
し
（
『
日
医
史
誌
』
二
二
巻
、
七
二

’
七
三
、
昭
和
五
十
一
、
「
び
ぞ
ん
通
信
』
に
原
著
と
し
て
掲
載
し
た
（
四
一
号
、
六
五
三
’
六
五
九
、
四
二
号
、
六
八
三
’
六
八
六
、
昭
和

’
七
三
、

五
十
一
）
。

一
三
六
’
一
三
七
、
昭
和
五
十
）
、
原
著
と
し
て
も
報
告
し
た
（
『
日
医
史
誌
』
二
四
巻
、
二
二
四
’
二
三
五
、
三
三
七
’
三
四
六
、
昭
和

五
十
三
）
。
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医
学
切
手
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
医
史
学
の
知
識
が
必
要
な
こ
と
を
痛
感
し
て
、
私
が
日
本
医
史
学
会
に
入
会
し
て
か
ら
約
三
十
年

経
過
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
に
、
私
は
著
書
『
切
手
が
語
る
医
学
の
あ
ゆ
み
』
を
出
版
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の

医
史
学
者
ギ
ャ
リ
ソ
ン
の
新
造
語
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ラ
テ
リ
ー
」
（
一
九
二
九
年
）
の
概
念
を
表
現
で
き
た
と
信
じ
て
い
る
。
一
般
に
医

学
切
手
第
一
号
に
は
、
歴
史
画
家
ト
ラ
ン
ブ
ル
作
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
独
立
宜
言
の
署
名
人
た
ち
」
の
切
手
（
一
八
七
六
年
発
行
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
医
史
学
に
お
け
る
私
の
主
テ
ー
マ
は
「
医
学
の
紋
章
（
シ
ン
ボ
ル
）
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
で
あ
る
。
こ
の
文
に
は
、
私
の
専
門
が

外
科
な
の
で
、
外
科
医
の
切
手
の
な
か
か
ら
ビ
ル
ロ
ー
ト
と
テ
リ
ョ
ン
を
選
ん
で
記
載
し
た
。
な
お
私
は
医
学
の
絵
画
切
手
に
も
興
味
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
ザ
・
ド
ク
タ
ー
（
フ
ァ
イ
ル
ズ
）
、
解
剖
学
講
義
（
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
）
、
心
臓
病
学
の
歴
史
（
リ
ベ
ラ
）
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

（
東
京
都
杉
並
区
）

ま
と
め
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